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研 究 の 目 的

モ クズガニ Eriochein japonica DE HAAN は日本を始め,北 は樺太 シベリァ沿岸部 朝鮮,

南 は香港,台 湾まで生息 している甲幅50～70ua程 度 の中型のカニである。

日本では沿岸から河川まで生息しているが,本 県では 「ツガニ」または 「ケガニ」と呼ばれ,内

陸部を中心に古くから食用とされている。河川においてはアユに次 ぐ重要な漁業資源であるが,最

近でぼ乱獲や生息場所の減少によ り漁獲量が少なくなってきている。この十年間の河川の漁業協同

組合集荷分につ いて見 ると1973年 が約23ト ン に対 して1982年 が約10ト ン と半分以下 に減少 して

いる(図1)。

図 ユ 県内のモクズガニ漁獲量

このためモクズガニ種苗の量産を行い,稚 ガニを河川に放流することにより資源を増大させるこ

とが切望されている。また,ダ ムなどの人工構築物の設置により天然毛クズガニが生息出来なくな

った上流部に稚ガニを放流することにより資源が復活することが期待される。
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一万モクズガニの生態,種 苗生産等に関する研究は少なく,不 明な部分も多いためその生態の究

明,種 苗生産方法の確立を目指し本研究を実施することとした。

なお,こ の研究は当初1987年 までの3年 計画で実施する予定であったが,薗 の都合によ り開始

初年で打ち切 られることになったことを付記する。

親 ガ ニ の 飼 育

モクズガニは河川内で生活,成 長した後,成 熟したものは秋に川を下る。その降河する親ガニを

対象にカニ網筆やカニ筆により漁獲が行われる。図2は 県東部の主要河川である神戸川の漁業協同

組合のモクズガニ出荷量と河川の水位(建 設省の観測地点)を 示したものである。

図2モ クズガニ出荷量と河川水位

これによると漁獲(降 河)は8月 か ら11月 にか けてで8月 申頃か ら9月 中頃までが盛期であ』り,

降 雨によ り河川流量が増加 した時に多 くな る傾向が著 しい。

降河 した親ガニは河口付近の感潮域に入ると1週 間前後体液の塩分濃度調節を行った後交尾行動

に移る。交尾後約1日 で雌は産卵を行い,そ の後約30～30日 くらいでゾエァ幼生をふ化させる。

1度 交尾を終了した雌は体内の貯精のうに精子をためてお りこれを用いて2～3回 の産卵,ふ 化を

行うと言われる。

当県では汽水湖で交尾 産卵を終了しふ化間近の卵を持った親ガニが得 られるが,今 年度はそれ



を用 いてふ化数 などの基礎資料 を得 ることとした。

1)材 料及び方法

親ガごは中海という汽水湖に設置されている定置網(通 称ます網)に 入網したものを使用した。

申海は島根 ・鳥'取両県にまたがる面積約100瞳 の日本で第5位 の湖'1:・,境水道を通して外海水の出

入がある。流入する大きな河川は斐伊川のみで,両 者の中間に宍道湖が存在する(図3)。

モズクガニは斐伊

川にはほとんど生息

していないので,そ

れ以外の中海 宍道

湖に流入する小河川

に生息しているもの

が産卵期に中海に降

りて来たものと思わ

れる。
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度の全層平均値は約12,000ppm,親 ガニ採捕地点付近(水 深3～4〃)で は表層約.7,000ppm,底

層 約11,000ppmで あ る。

ます網に入網 したモクズガニはふ化直前の外卵を抱いた雌のみ選別,水 なしで軍で約1時 間かけ

て当分場まで運搬 した。その後ガラス水槽(40」Z7ケ,65」23ケ)に1尾 ずつ収容,海 水 を252

程 度加えてエァレーションを行 いつっふ化 を待 った。ゾエアがふ化 した段階でその計数 を行 ってか

ら後述す る大型水槽へ収容 し幼生の飼育を行 った。

2)結 果及び考察

搬入 した親 ガニの大 きさを表1に 示 した。

第1回 目の親ガニ搬入は10月22日 で8尾,第2回 目は11月21日 で3尾,合 計11尾 で あった。

甲幅 は最小48.5mm,最 大79.2mm,平 均59.Omm,体 重 は最小61.6g,最 大260.5g,平 均115.1gで

あ った。第1回 目分 にっいては気温が高かったので幼生をふ化 させ るまで水槽は加温 しなかったが,

第2回 目分については気温が低 いため100Wの ヒーターを投入 し加温 した。搬入か ら幼生 をふ化 さ

せ るまでの水温(午 前10時 測 定)は 第1回 目が13.5℃ か ら18.4℃,第2回 目が16.0℃ ～18.0℃

で あ つた 。



表1親 ガニの大 きさ

水槽番号順にふ化状況を述べると,Mlは10月23日 に2千 尾のふ化があ ったがその9割 は発死

していた。その後10月26日 ま で少量つつのゾエァがふ化 したがほとん ど発死 していた。27日 か ら

これに加 えて少量づっの死卵が混 じっていたが10月30日 に抱いていた卵 を全部 放 した。M2は10月

24日 に死んだゾエアが少数見 られたが10月26日 活 力の良いゾエァが1.6万 尾得 られた。その後30日

までゾエァを少 しつつふ化 させていたが,10月31日lc16.4万 尾 がふ化 翌 日に も3.5万 尾 が得 ら

れた。M3は10月29日 ま でゾエァが全 く観察 されなか ったが10月30,31日 に少数が認 められ,

11月1日 に10万 尾 が得 られた。M4は10月24日 に少数がふ化,翌25日 に9千 尾26日 に9万

尾がふ化 した。その後10月30日 に少数 の姥死ゾエァが認 められた。M5は10月23日 にエァレー

シ ョンのパイプを伝 って水槽外 に逃亡,約1〃1下 の コンク リー ト側溝に落下 した。翌 日に捕えて再

び水槽 に収容 した。10月25日,26に 少数 の驚死ゾエァが認め られ10月29日 に7千 尾,30日 に

5万 尾のゾエアをふ化 させたが全て死亡 していた。翌31日 も1.5万 尾 の発死ゾエァを観察,11月

1日 に も1.2万 尾 のゾエアがふ化 したが60%は 発死 していた。11月2日 も同様な状況のゾエァ53

万尾がふ化 したが,そ れに加 えて残 りの卵を全部放出,そ のため水槽 の水が茶色 にな った。M5の

親ガニは甲幅,体 重 とも最大でふ化ゾエァ数 も多い ことが予測 されたが,結 局逃亡の際の落下 によ

るショックが原因で正常なふ化に至 らなか ったと思 われ る。M6は 収容翌 日の10月23日 に少量の

ふ化ゾエァ(大 部分発死)が 見 られ,24日 に7万 尾25日 に2.5万 尾 をふ化 させた。その後10月

28日 に少量の発死ゾエァが観察 された。M7は10月26日 に1.3万 尾 がふ化,27日 に少量が認 めら

れ28日 に25万 尾 のゾエァがふ化 した。M8は10月30日,31日,11月1日 に少数 のゾエァの放

出があ り2日 に10万 尾 がふ化 した。11月21日 に搬入 したM9,10,11に つ いては細かい観察

を していないが,M9は6日 目に15万 尾,Nd10は12日 目に17.5万 尾,M11は8日 目に15万 尾

のゾエァ幼生 をふ化 させた。

以上のふ化状況を総合す ると搬入 した親ガニ11尾 の うち9尾 か ら活力の良いと思われ るゾエァが

合計約135万 尾 得 られた。個体別には最少がNb.6の9.5万 尾,最 多がM7の26。3万 尾,9尾 の平均

は15万 尾であった。搬入 してか らふ化を完了するまで の日数 は最短がM6の4H,,最 長 がM8とM

10の12日,9尾 の平均は約8日 であった。ふ化が1日 で完了 したものはM3,8,9,10,11,2



日間要 した ものは№4,6,3日 間要 した ものは№7,ふ 化の山が2回 にわたった ものは№2で あ っ

た。その他本格的なふ化 を行 う前に少数 のゾエァが何 日かにわた り認 められる傾向があった。また

ふ化が完了 した何 日か後に発死ゾエァが観察 されたのが2例 あった。

カザ ミな どはス トレスやシ ョックを受 けた場合脱卵 や異常ふ化を起 こすことが知 られている。今

回活力の良 いゾエデが得 られなかったの は№lと№5で あ ったが№5は 落下 したショックによ ると

思われる。№1も 漁獲後か ら脱卵 までの期間に何 らかのス トレス,シ ョックを受けていた可能性が

あ る。

モクズガニの雌は1度 交尾するとシーズン中に2～3回 産卵ふ化を行 うとも言われているが,幼

生をふ化 させた親ガニの飼育を2月 末まで行った所外卵を再 び持ったものは認められなかった。

現在親ガニの供給:地は申海の他に神西湖がある。神西湖は小さい川によって日本海と連結し海水

の出入がある小面積(1.3km2)の 汽水湖である。今後種苗の大量生産を行 う場合安定的に多数の親ガ

ニが得られることが条件 となるが,こ の二つの供給地は埋立て,淡 水化や漁場の荒廃など将来展望

に不安がある。このため新たな供給地を探すか大量に得 られる降河ガニを交尾 産卵 させることが

考えられる。森田1）は交尾域で性行動を行 う雌雄を交尾させることに実験的に成功しているので後

者については有望と思われる。

小型容器 によ る幼生の飼育

カニ類幼生の飼育については海産のガザ ミが各所で行われておりその飼育条件 もほぼ明らかにな

っている。しかし,モ クズガニは海水域から淡水域まで生息してお り,幼 生の飼育条件はガザ ミと

共通する部分 も多いが塩分濃度など異なる部分 もあると思われる。それにっいて詳細に検討 した も

のは少なく,石 田2)の報告以外には見られない。そこで1」2三角フラスコを用いて種々の条件によ

り飼育を行い,良 好な条件を明確にすることを試みた。

ユ)材 料及び方法

実験 に供 した幼生は前述の親ガニか ら得 られたもので,ス ポイ トで計数 して各フ'ラスコ中に収容

した。フラスコはまとめて1302ア クリル水槽中に収容 し,水 槽 とフラスコの間 は淡水 を満た した。

この水槽を大型水槽による幼生の飼育の項で述べ る6ト ンコンク リー ト水槽中に浮べた。 この6ト

ンコンク リー ト水槽で もモクズガニ幼生の飼育を行 っており,ヒ ーターによる加温がな されている

ので間接的にフラスコ内 も暖まりしか も全 フラスコともほぼ同一水温 とな った。各 フラスコの通気

はコンプレッサーか ら送 られて来た ものを4maの エ ァーチ ューブに分枝 し,そ れを水中に垂下 した。

加温,通 気によ りフラスコ中の水分が蒸発す るので適時淡水 を追加 した。また,幼 生の生残数は週

2回 程度計数 水温,pH.は 午 前10時 に水温は毎 日,p旺 は週2回 程度測定 した。 なお飼育水 の容

量は12強 とした。



幼生の餌料としては以下のものを使用 した。

海産クロレラ:0.5ト ンタンクで培養 した もので飼育水1cc当 た り50万 細胞程度になるよ う添加

淡水クロレラ:ヤ クルト本社中央研究所のもので飼育水1cc当 た り50万 細 胞程度になるよ う添加

パ ン酵母:鐘 繍 化学工業株式会社製 の ものを毎 日0 .05g程 度 添加

キートセロス ・グラシリス=以 下キートセロスと略すが飼育水1cc当 た り2万 細胞程度にな るよう添加

テ トラセル ミス:飼 育水1cc当 た り2万 細胞程度 にな るよう添加

ケイソウ=1ト ンタンクに繁殖 した雑多な ものを飼育水1cc当 た り数千細胞 になるよう添加

ブラインシュリンプ:以 下ブラインと略すが,飼 育水1cc当 た り1ケ 程度になるよ うに した。

オキァ ミ:生 オキア ミを ミキサーで粉砕 した後鯖 でO.5～1ei!の ものを選別 して与 えた。

シオ ミズツボワムシ:以 下 ワムシと略すが,飼 育水1cc当 た り5ケ 程度 になるよ うにした。

配合餌料=日 本農産:工業株式会社製まだい初期飼料3号 を与えた。

また,飼 育海水は天然海水が主体であるが一部表2に 示す組成の

人工海水を使用した。

表2

人工海水の塩類組成

1L三 角 フラス コによ る幼生飼 育の設定条件等は表3の とお り」・

である。実験 は3回 実施 しているが,第1回 目はゾエア1期(以 下

Z1と 略 す)で 開始 してお り同一設定条件につ いては一例 しか行 って

いない。第2回 目 もZ、 で開始 しているが他 に設定条件 について1例

では不十分 と考 え,第1回 目の追加実験 を主体に各条件について2

例 つつ行 った。第3回 目はZ５ か らメガ ロバ(以 下Mと 略す)ま での

条件 を試験す るため同一条件 につ き2例 つつ行 った。

表5.実 験 の 設 定 条 件



蓑3つ づ き

2.)結 果および考察

各実験の生残率 水温,pHを まとめて図4に 記した。



経 過 日 数

図4実 験 結 果
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第1回 目から第3回 目までの実験結果を設定条件毎に述べると次のとおりである。

イ.海 水 濃 度

使用した天然海水は比重が大体1.023程 度であった。通気,加 温による水分蒸発についてはフラ

スコに目印を付け減少分程淡水を加えた:が,ク ロレラなどの生物餌料の投与により塩分が入 り込ん

だので次第に高 くなる傾向があった。

差海水では22区 で生残率が5%で あった他は最初の計数時に全て発死 していたのでζの濃度 に

対 しては著 しく弱い と言 える。

髪海水 でのZ1か らZ4～Z5ま ではホ21区 の65%, 41区 の1O%,42区 の70%と 差が あるが ほ

ぼ高い歩留 りが得られることが期待される。41区 と42区 は同じ条件で行ったが大差が出た原因は

不瞬である。Z5か らMま では49区 が15%.50区 が10%の 生残率で低かった。 、

甚海水では第2回 目は特別にその区を設定 しなかった魁 餌料種類を訟験した27区,28区 がこ

れに相当す る。Z1か らZ4～Z5ま で は27区 の65%,20区 と28区 の55%と 安 定 した高い歩留 り

が得 られた。一万Z5か らMま では47区 がq%,48区 が30%で あ った。47区 は7日 目の計 数 で

は0尾 となったが,そ の際エァレーシ ョンチ ューブが水上に浮 き上がってお り異臭が していたの で

水質が悪化 したため発死 した もの と思われ る。

差海水 では第1回 目は特別 にその区を設定 しなかったが,餌 料種類を試験 した6区 が条件的 にこ

れに相当す る。Z1か らZ4～Z5ま で は6区 の25%,39区 の5%,40区 の15%と 平 均陶には2/4

海水.暑 海水よ り悪い歩留 りであ った。,ム か らMま ででは53区 が10%と 低 か ったが,54区 は

45%と 他の海水濃度区より高い生残率であった。第L回 目と第2回 目の海水濃度試験以外の設定

条件の歩留 りを総合的に比較 した場合,第2回 目のほうが良好な成績であった。この原因は使用し

た幼生の活力差 もあるか もわからないが第1回 目は海水濃度を会で行ったのに対し第2回 目は3/4で

行ったことが直接の原因であると思われる・雑 水1まバラツキがあったのでZ１からZ5の 時期`3/4

海水脅使用することが最適であると思われる。第3回 目では妥海水の1擁 が他区よ り優れてお り薦

i回 目,第2回 目と異なった結果であったが,同 一条件の53区 は他区と庵程度であったことよ り

2/4から4/4海水の範囲がが適当としか言えない｡こ の条件については実施例が少ないのでさらに多くの



実験が必要である。またMか らC(稚 ガニ)ま での実醗を行わなかったので勉の条件も含めて今後

調べる必要がある。

石田はZの 時期の海水濃度を試験 し,低 比重では弱い傾向があり1.021～1.022が最適 と述べて

いる。今回の試験では低比重に弱いことは共通 していたが最適比重の点でば異なり.そ の比重では

生残率は低下 した6産 地別の詳しい調査をしていないのではっきり言えないが,今回使用した親 ガ

ニは中海の奥部(塩 素イオン濃度10,000ppm程 度)で 採捕されたものでふ化 したゾエァは海流等の

影響で多少異動したとしても外海には出られないと思われる。そのためこの程度 の塩分濃度に適応

しているのではないかと推測される。

ロ.餌 料 種 類

第1回 目では植物プランクトンを単独投与した1民2区 は全滅 したのでこ拠だけでの囎 は不

可能と思われる。ブラインとワムシを投与した4区 が生残率35%と 最高を示 し.ワ ムシ単独投与

の3区 が15%と 低かった。動物プランクトンのワムシとブラインは:共遮で権物プランクトンの種難

が異なる5区(20%)と6区(25%)は ほとんど差がなかった:罐 物プランクトンを与えない4

区より劣った。

第2回 目は動物 プランク トンとしてワムシを共通 に使用 したものである,ワ ムシ以外の餌料 の

海産 クロレラ,淡 水 クロレラ,キ ー トセロス.テ トラセル ミス とも成績 に大 きな差は認め られなか

った。ただパ ン酵母 は水 の汚れが 目立 ち生残率は31区 で0%,32区 で３０%と他 区よ り悪か った:。

第3回 目では配合餌料,ワ ムシ,ブ ライン,オキア ミいつれ の単独投与で もMに 変態 したが,そ

の中ではブライン単独の59区(30%),60区(25%)・ ・が最:も成績が良 かったe.ブ ラインを共通餌

料 とした場合で もブラィン以外の単独投与よ り良 い結栗継得 られた魁 その申ではクロレラ十ブライ

ンの63区(20%),64区(15%)が や や劣 り,ケ イソウ十ブラインの69区（３５%） と７０区(35

%)が や や優れていた。

従 ってZ、 か らMま での餌料は植物 プランク トンのみでは不適 で.動 吻プランク トンとしてワム

シか ブラインを使用す る必要が ある。 ワムシとブラインでは餌料 価値 として麟ブラインのほうが優

れてい るよ うである。植物 プランク トンを添加 して もしな 《て もあま り差賦ない継果 となうた。

ハ.飼 育 密 度

生残率の良いほうから順に9区(50尾/l)の４０％,8区(２０ 尾/l） の３０%,7区(1０ 尾/l）

の20%,10区(100尾/2)の19%で 最 も低密度の7区 と最も高密度の10区は 差がなく.その中

間の7,8区 がより良好という判然としない結果解得 られた。幼生の発育状況 も8区,9区 が最 も

阜 く,k～ 乙 に対し7区 はZ3,10区 が最もバラツキがありZ2～Z4で あった。

飼青密度はどの位が適当かということは今回の結果のみか らは判断出来ず,し かも１例つつしか

なかったので今後実験を重ねれば明らかになるだろうと懸われる。ただ ガザ ミその他の魚種の種

苗生産にっいてば適正収容密度はだいたい2～5万 尾/tと されているのでモクズガニもその付近

に落ち着 くことは十分考えられる。



二。海 水 種 類

内水面では天然の海水が豊富に得られにくく.海 岸か らトラックによって運搬するが.人 工的に

作成 した海水により天然海水と同じように種苗が出来れば労力的にかなり楽になると考えこの実験

を行った。

第１回 目で は天然海水のみの14区 が20%と 最も良く.1/3人工海水の13区,2/3人 工海水の12区

が１５%人 工海水のみのII区 が10%の順 であった。発育は12区 と14区 がZ3～Z4,ll区 とB

区がZ3で あった。第2回目 では特別に天然海水区を設定しなかったが餌料種類を試験した27区

28区が条件的 にこれ相 当するが,天 然海水のみの27区(65%),28区（５５％） が最も良く,1/3

人工海水の37区,38区(35,50%）と2/3人工 海水の35区36区(50,40%)が同程度 でこれに

次ぎ.人 工海水のみの33,区34区(15,5σ%)が 一番低い結果であった。また,発 育のほうは天

然海水のみでZ』.青 人工海水がZ5,2/3人 工海水の35区がZ5～M,36区がZ5,人 工海水のみの

33区 がZ5,34区がZ5～Mま で進んだ。今後の検討が必要であるが.人 工海水もある程度使用可

能と思われる。

ホ。換 水 率 ・

成績の 良 い順から換 水な し15区(40%),毎 回I1/10換水 の16区(30%),毎回10/10換水の19区

(25%),毎回5/10の18区(o%)の順 であった。換水率の小さい場合と大きい場合が成績が

良くて中鷹的な所が悪かった原因は不瞬である焼 換水以外の条件が影響したと思われ,る。発生は

10/10換水が少 し早く全てZ4に 換水は ～Z３～Z４に,2/10換水はZ3に,換水なしはパラツキがあ

りZ2～Z魯 だ っ た σ

海水種類の項で述べたが.内 水面の場合海水に恵まれないので出来るだけ換水 しないほうが助か・

るのでZ3～Z4あ たりまでは換水なしでも良さそうなのは好都合であるが.囎 密度の大小で換

水の簸 量も変わって来ると思われる。まち 今圃はこれ以後の実験を行 っていないので今後行う

必要があるσ

へ 強通気と飼育密度

正確な通気量を測定していない々`飽区の5～10倍 程度 と思わ机 ブライン弼久興をふ化させる

程度の量である。

結果は収容密度2'O:尾/忽 の45区100尾/慮 の駈 区とも成績が悪 く.46区 は実験闘蛤6日 目

で全滅 姫 区齢 日醤 で25%で あったが著し《悪く申止したσZi～Zzの 時簸では強い逓気は

不適 と懸われるo

大型水槍による幼生の飼育

イ。春期幼生飼育(予 備就験)



１）材料および方法

60年 の1～3月 にかけて中海の定置網 に入網 した:外卵 を抱い#雌 親ガニ1σ を0.5ト ンパ ンライ

ト水槽に収容 し,水 温15～20℃ に加温 して飼育 しふ化 を待 った。

ふ化 したZの 飼育水槽は屋内に設置 した1302ア ク リル水権2ケ と1ト ンパ ンライ ト水棲3ケ を

使屠 した。飼育水は天然海水 を,餌 料 はクロレラ,ワ ムシ.ブ ライ ン.配 合餌料 を使用 した。換 水

はZ5よ り水容量のlo程 度 を毎 日行 った。水温はO.5krw水 中 ヒーターで加温 し20℃ 煎後になるよ

う}こ した 。

2)結 果および考察

Z幼 生 のふ化 は4月 以降 では4月8日 よ り4月18日 に かけて合計5國 行 われ約IO・万尾が得 られ

た。幼生 は直ちにクロレラとワムシ,ブ ラインを添加 してある各飼育椿 に収容 した。

各餌:料の添加濃度はクロレラを1cc当 た り50万 細 胞以下.ワ ムシを1¢ 当た り10ケ,ブ ライン

をIcc当 た り1～3ケ を維持するよ うに努めた。

飼育成績の概要は表4の とお りであろ。

結果は飼育初期に著 しい減耗を起 こしZ3ま でにほ とん ど発死 した。特にZ1か らZ2へ の変態時

までの歩 減 りが大 きい。 しか し,4回 次 と5回 次はZ3の 時 点で1,000～2 ,000尾 残 存 していたので

飼育 を継続 し,合 計で約1,000尾 の稚ガニを生産 した。生産 した稚ガニは5月20丹 に当分場横の1級

河川斐伊}川の支流三刀屋川に放流 した。

Z1か らZ2に 至るまでが最 も歩減 りが大きかったことの原因については水質 餌料面にも問題があ

ったかも知れないが水槽収容前の幼生の活力が弱かったためではないかと推測する。

表4春 期幼生飼育試験結果概要



口・ 秋 期幼 生 飼 育

1)材 料および方法

前述 の申海産の親 ガニよ り合計135万 尾 のふ化幼生が得 られたが,そ の うち125万 尾 を使用 し,

これ を屋内6ト ンコンクリー ト槽(3×2×1ne)延 べ4面,同 じく屋内2ト ンコンク リー ト槽(2

べ 外の ビニールハウス内に設置 した1ト ンパ ンライ ト槽延べ4面 に収 容 し

て飼育を行 った。

飼育水 は0.5㎞ ま たは1kwの 水 中 ヒーターによ り大体20℃ ～25℃ に加温 した。 通気 はコンプ

レッサ ーee4entエ ァーチ ューブを接続 し,先 端に直径50nvの エアースト…一・ンを付けた ものを6ト ン

槽 は5ケ,2ト ン槽 は2'ケ,1ト ン槽 は1ケ 使用 し行 った。塩分濃度はM1か らM7ま では会海 水

M8か らM11ま では甚海水程度 とした。換水 はZ3ま たはZ4か ら徐々に行 った。'ミュラーガーゼ で

濾過 しなが ら飼育水を排水 した後,新 しい海水やクロレラ,ケ イソウな どの植物プランク トンを投

与する形で行 った。換水開始か ら稚ガニになるまでの換水量の合計は水槽 によ り多少異なるが約1

回転(例 えば2ト ン水槽な らば2ト ンの新海水)で あった。また底掃除を期間中数回行 った。

幼生の餌料としては下記のものを使用 した。

海産 クロレラ:Z1か らMま で使用,飼 育水1cc当 た り20～200万 細胞程度 を目安 とした。

テ トラセル ミス:植 物 プランク トンとしては海産クロレラを主 に使用 したが,不 足時に飼育水1

cc当 た り数千細胞投与 した。

ケイソウ:雑 種であるが,同 じく海産 クロレラの不足時に少量投与 した。 しか し,1ト ン水槽 で

はこれが繁殖 し飼育水が茶色 になることもあった。

ワムシ:Z1か らMま で使用,飼 育水lcc当 た り5ケ 程度 にな るように与 えた。

ブラインlZi～Z3か らMま で使用,飼 育水1cc当 た り1ケ 程度 にな るように与 えた。

配合餌料:Z5～Mか ら稚ガニまで前述のまだい初期飼料3号 を少量ずつ(例 えば6ト ン水槽なら

軽 く一握 り)1日1～2回 投与 した。

オキァ ミ1生 オキア ミの0.5～1Ptmの 大 きさの もの をMの 時期に少量ずつ(例 えば6ト ン水槽 な

ら軽 く一握 り)1日4回 投与 した。・



2)結 果および考察

秋期幼生飼育の結果を表5と 図5に 示した。

表5大 型水槽 による幼生の飼育結果

稚 ガニの総取 り揚 げ尾数 は6,620尾 で125万 尾 のふ化幼生か らの生残率は約0.5%と 低 か った。

水槽別に見 るとM1が2,700尾 と取 り揚げが最 も多 く,次 いでMllの1,600尾M5の900尾M

9の800尾M2,M7の200尾,Nd6の100尾,M4の20尾,M3,M8,M10の0尾 の順で

あった。水槽容量1ト ン当 りの取 り揚 げ数はNd11が1,600尾 と抜群に多 く,M1,Nd5の450尾,

M7の200尾,M9の133尾,M6の100尾,M2の33尾,Nd4の10尾,M3,M8,M10の0

尾 の順であった。今 回の成績が悪か った原因を考察 して見 ると次のことが考 えられる。

イ.を 海水で行 った水槽が多かった。

1」2三角フラスコによる実験を行った結果では運搬して来た海水をそのまま使 うよりt程 度の淡

水 を混合 したほ うが良 い成績が得 られ ることが分かった。 しか し,Ml～M6は この実験 と並行 し

て飼育を行ったため,従 来適当とされていたを海水を使用した。

ロ.ふ 化幼生の収容密度が高い水槽があった。

全部で125万 尾 のふ化幼生 を合計34ト ンの容積に収容 したので平均では1ト ン当た り3.7万 尾 と

なった。 しかし,ビ ニールハウス内の1ト ンパ ンライ ト水槽 は各々親 ガニ1尾 分のふ化幼生 を入れ

たので1ト ン当た り5～20万 尾 平均で11万 尾 と多かった。これに対 し,屋 内の6ト ン水槽 も親

ガニ1尾 分 を各水槽 に収容 しているが水槽容量が大 きいので1ト ン当た りでは1.1～2.5万 尾 と適

当ではなか ったか と思われ る。 また,屋 内の2ト ン水槽は1ト ン当た り25～7.5万 尾 平均で5.3

万尾 と両者の中間の密度 であ った。



図5・ 大型水槽によ る幼生の飼育結果



図5っ づ き



ハ.ふ 化幼生の活力の弱い ものがあった。

親ガニの飼育の項で述べたが,402ま た は6S2の 小 さい水槽 に親ガニを1尾 ずつ収容 したので

無投餌 ではあったが飼育水が汚れた。その上,通 気 投餌 はしてあるが水槽が黒 くなる程多数の幼

生が一斉にふ化す るのでふ化時間 と取 り揚 げ時間の間隔が長 くなるほ ど活力が衰 えることは十分考

えられる。MLNb.2,Nd6,Nb.11な どはZ1の 時 期で既にかな り死んでお り,ふ 化 幼 生 の活力が

悪かった と思われ る。今後 は大 きい水.槽をふ化槽 として使用すべ きである。

二.餌 料が不足の時があった。

ワムシ,ブ ラインの不足 と思 われ る日が時 々あった。特に ワムシは培養 の不調か ら十分量幼生飼

育槽に添加出来ず翌朝のワムシ計数時には0ケ/ccの 時が多かった。

ホ.水 質維持が困難であった。

12三 角フラスコによる実験では植物プランク トンは添加 して もしなくて も成績 は大差がない結

果であった・しか し,植 物プランク トンの添加 は良好な水質の維持に役立っ と思われる。飼育水 と

して甚海水 を使用す るとを海水のpHが8.2～8.4で あ るのに対 して淡水はPHが7 .0付 近 で あ るの

でpHは8・0～8.1程 度 と低 くな る。幼生の飼育 を行 うと日数が経過するにつれ水が汚れてpHが 低

下 して来る。pHが8Pよ り下が ると次第 に幼生の元気が悪 くな り大量艶死が起 こりやす くなる。

これを防 ぐためには十分な換水を行 うか植物 プランク トンの添加によ りpHを 上 げてや ることが考

えられ る。十分な換水が出来に くい現状であるので後者 を活用する必要が ある。

M8～M11は11月 末 か らの遅い時期に飼育を開始 した ものであるが,屋 内のM8～M10は 飼

育 日数 が経過す るにつれて 頭 が著 しく低下 した。 これは植物プランク トン培養槽の水温(気 温 と

同 じ)と 幼生飼育槽の水温(20℃ 程 度)の 差が大 きかった こと,冬 の 日本海側の気候の特徴によ り

日照量が不足 したことによ り添加 した植物 プランク トンが枯死,そ の役 を果 さなかったためと

悪化 によ る幼生 の大量発死が水質が さらに悪化 したためと思われる。 これに対 し,恥1～Nd4も 同

じ屋内であるが飼育時期が早か ったため培養槽 との水温差や 日照量不足 もそれ ほどではなか ったの

でpHは 大体8.0以 上 を維持 した。またビニールハウス内のM5∫6,7, .11は 日照量が十分 で植

物プランク トンが飼育槽内で自然繁殖 した。M7で はZ3の 時期 に繁殖過多で水色 は茶色にな り幼

生 にか えって悪影響 を与 えた と思 われ る。Nb.11は ふ 化幼生の活力が弱か ったための大量 驚死 はあ

ったが,そ の植物 プランク トンの繁殖 も適度 で水質の維持が うま く出来た と思われ,こ れが1ト ン

当た り1,600尾 の稚 ガニの取 り揚 げにつなが ったのではないか と考 える。

飼育数が多い割に換水量が少なく,屋 内水槽を申心にZの 後半から有機物による著しい発泡が認

められ,・これも減耗の原因になったと思われる。



稚 ガ ニ の 飼 育

大型水槽によ り生産 した稚ガニ6,620尾 を ビニールハウス内の1ト ンパ ンライ ト水槽2ケ に収容 し

て継続飼育 した。水容量 は0.1～02ト ン とし,0.5kwの 水 中 ヒーターによ り20℃ 弱に加温 した。

通気は大型水槽 による飼育の項で述べた方法 と同 じで50uaエ ァース トー ン各1ケ によ り行 った。

餌料は 日本農産工業株式会社製のまだい初期飼料4号 を使用 した。共食い防止 の目的で人工産卵藻

のキンランを各10～20ケ 投入 した。飼育 を続 けると次第 に水が汚れ,水 槽底 に も糞,残 餌が たま

るので適 当に飼育水 を入れ換えた。

成 長 は 飼 育 開 始 時 に 甲 幅 約2em,体 重 約0.02gの もの が1月20日 に は 平 均 申 幅4.7nv(最 小3.O

ma,最 大5 .8履の,平 均 体 重0.05g(最 小0.02g,最 大0.10g),3月15日 に は 平 均 甲 幅6.6er"i(最

小4.9ent,最 大9.3erm),平 均 体 重0.14g(最 小0.05g,最 大0.31g)と な り次 第 に バ ラ ッ キ が 大 き

くな っ て 来 て い る 。

1月17日 まで含海水(比 重1.023)で 飼 育 していたが 甚海水(比 重1.OIO)に しだ所 翌 日か ら

動 きが悪 くな り大量発死が起 こった。その時の水温は一方が21.5℃,も う一万が19.5℃ で あ った

が21.5℃ の 万が特に悪 く,飼 育数の7～8割 が驚死,19.5℃ の水槽 を合わせ6と 約半数が 減 耗 し

た と思われる。1月30日 に20尾 を比重1.017の 海 水か ら淡水 に移動 したが翌 日には全て死亡 した。

また,12月19日 に平均 甲幅2.7ma(最 小2.3既 最 大3.5nnt)の もの各30尾 つつ を妥海水 で加温

差海水で無加温,淡 水で加温 淡水 で無加温の4水 槽(容 量40」2)に 収 容 し,配 合餌料 を投与 しつ

つ12月27日 ま で飼育した。水温は加温 した水槽は20℃ 前後,無 加温水槽は日によ り変動が大 きく

1.7～9.5℃ で あった。結果は海水加温が23尾,海 水無加温が23尾,淡 水加温が1.9尾,淡 水無加

温が14尾 の生残であった。2月10日 に10尾 を比重1.017の 暑海水 か ら比重1.009の を海水に入れ

たが,別 に異常は無かった。以上のことから従来モクズガニ種苗は海水から淡水に直接移 してもそ

の影響は無いと言われているが,そ の時の種苗の大きさ,活 力などで影響が出る場合 もあり,あ る

程度の馴致を行ってから放流 したほうが無難と思われる。

生残尾数 は1月 中旬の大量驚死や共食いな どで減耗 し,2月13日 の計数時 で1,300尾 であった。

要 約

1)外 卵 を抱 いた中海産 の親ガニ11尾 を用いてふ化状況 を調べた。9』尾よ り135万 尾のふ化幼生

が得 られ,2尾 はショックやストレスによ り正常にふ化 しなか った。親 ガニの搬入か らふ化の完 了

までの 日数は最短が4日,最 長が12日,平 均8日 であった。

2)12三 角 フラスコを用 いて飼育条件の検討を行 った。海水の濃度はZ1か らkま では牙 海水

を,Z5～Mま では暑～ 妥 海水が適当であった 。餌料種類は植物プランク トンのみでは不可 でワム

シやブラインが必要だが,餌 料価値はブラインが優れているようであ り,植 物 プランク トンの添 加



は歩留 りにあま り関係 なか った。適正飼育密度 は判然 とした結果が得 られなか ったが,他 の魚種 と

同じ トン当 り2～5万 尾 ではなかろ うか。人工海水 のみで くZ5ま では飼 育出 来たので天然海水 と

の混合を含めて使用出来 ると思われる。内水面は海水が得 にくいので換水割合 を少な くしたいが

Z3～Z4あ た りまでは換水な しで も良 さそ うである。通気が強いとZ1～Z2で は影響があ り適 当に

弱 める必要が ある。

3)春 期の予備試験では約10万 尾のふ化幼生か ら約1,000尾 の稚 ガニを生産 し,隣 接す る河川に放

流 した。

4)秋 期は延べ34ト ンの飼育水槽 を使用 し,125万 尾のふ化幼生 から6,620尾 の稚 ガニを生産 した

が 生残率 は0.5%と 低 かった。 その原因にっいては妥海水で行 った水槽が多かった。ふ化幼生の

収容密度が高い水槽があった,ふ 化幼生の活力の弱いものがあった,餌 料が不足の時があった,水

質維持が困難であったなどが考えられた。

5)大 型水槽で生産 した稚ガニ を2ケ の1ト ン水槽 に収容 し加温 しなが ら継続的に飼育した。途 中

淡水馴致の失敗,共 食いな どによ り減耗 し2月13日 の計数時に1,300尾 で あった6大 きさは甲幅

2uaの ものが1月20日 に平均4.7exm.3月15日 に平均6.6enと な っているが次第 にバ ラツキが大

きくなって来ている。
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